
世界的に知られるリヴァプールとウィラルのウォーターフロントには、有名なランドマークが複数存
在します。乗船中にぜひ探してみてください。 

リヴァプール・ 
ジェリー・マースデン・ 

フェリーターミナル 
ピアヘッド

シークーム
フェリーターミナル

30 分

バ ーケンヘッド小 修 道
院 ＆セント・メリーズ・ 
タワー 
天 高くそ びえるセント・ 
メリーズ教会の尖塔は、
バーケンヘッド小修道院
で初代のフェリーサービ
スが開始された場所を印
しています。

マージーフェリーでリバーエクスプローラー
クルーズをお楽しみください！
世界で最も有名なフェリーにご乗船いただき、ありがとうございます。

ビクトリアタワー
このタワーは六面からなり、かつて船がこの時計
を使って時間を合わせていたため、「港湾労働者
の時計 (Dockers’ Clock)」と呼ばれていました。

スタンリードック・タバコ倉庫
2700万個ものレンガを使って建てられたこの倉
庫は、 レンガ造りの倉庫としては世界最大と言
われています。

三美神
ロイヤル・ライヴァー・ビルディン
グ(Liver Building)、キューナード・
ビルディング (Cunard Building)、  
ポート・オブ・リヴァプール・ビルデ

ィング(Port of Liverpool Building)
の美しい建築物が、世界で最も荘
厳で有名なウォーターフロントを
形成しています。

リヴァプール
メトロポリタン大聖堂

この大聖堂は1967年に完
成し、ウェストミンスター大
聖堂に次いでイングランド

で2番目に大きなカトリック
の大聖堂です。

セント・ジョンズ・ビーコン
高さ1 3 8 m にもなるこのタワー か 
らは、ウォーターフロント、ウィラル、 
そして北ウェー ルズ の 素 晴らしい 
景色を展望することができます。

リヴァプール博物館
この博物館では、リヴァプールについて知ることがで
きます。これは、この100年余りの間にイギリス国内で
新たに建設された博物館のなかで最大のものです。

ロイヤルアルバートドック
リヴァプールが誇る素晴らしい建築物に対する関心を改
めて抱かせてくれる、人気の高い観光スポットです。

74年の年月をかけて完成されたこの大聖堂
は、イギリス最大、そして世界で5番目に
大きな英国国教会の大聖堂です。

ACCリヴァプール
ここでは、ロックやポップミュージックのコンサー

ト、アイスショー、展示会、会議、スポーツの国際
大会などが開催されています。

リヴァプール大聖堂

キャメル・レイアード造船所
マージーフェリーを含め、1,300
隻以上の船を建造した造船所

として有名です。

ウォラシー市庁舎
1916年に完成したこの市庁舎は、
正面が川の方向に面して建てられ
ています。

キングズウェイ・
トンネル通気口
このトンネルは、1971
年にエリザベス2世に
より開通されました。
毎日、平均45,000台の
車両が行き来してい
ます。

クィーンズウェ
イ・トンネル通気口
有名なアールデコ建築家ハ

ーバート・ジェームス・ロウズ
によって設計された建物です。
ロウズは、リヴァプールのジョ

ージズドックやフィルハーモニ
ック・ホールも設計しています。 

20 分
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マージー川では800年以上にもわた
って、リヴァプールとウィラルの岸を結
ぶフェリーが行き来しています。
乗船中に、世界でも名高いウォーターフロントの一つをマージ―フェリ
ーのデッキから眺めることができます。ゆったりと腰かけて、どうぞごゆっ
くり景色をお楽しみください。 

マージ―フェリーは今日にいたるまで、訪問客やマージ―サイドに住む
人々の移動手段として活躍することはもちろん、両世界大戦においても
重要な役割を果たしました。第一次世界大戦では、ワラシーフェリーの
アイリス（Iris）とダフォディル（Daffodil）の2隻が政府の命を受け、1918
年4月のゼーブルッヘ襲撃で英国海軍の上陸用舟艇として使用されまし
た。2隻とも大砲や機関銃の攻撃を受けて激しく損傷しましたが、なんと
か戦火を逃れてドーバー海峡までたどり着きました。戦争への貢献を称
え、ジョージ5世はこの2隻の船名に「ロイヤル（王家）」をつけることを許
可しました。その後大がかりな改修を経て、2隻はそれぞれ「ロイヤル・ア
イリス」「ロイヤル・ダフォディル」として本来の活動を再開しました。

マージ―フェリーでは現在2隻が運航していますが、いずれも1950年
代後半に建造されたものです。ウッドチャーチ（Woodchurch）はス
ノウドロップ（Snowdrop／ダズルフェリー）に、そしてマウントウッド

（Mountwood）はロイヤル・アイリス・オブ・ザ・マージ―（Royal Iris of 
The Mersey）に改名され、現在も現役で活躍しています。マージ―川で
は、これらの2隻が交代で日々運航しています。 

2022年
ピアヘッドのフェリーターミナルが
リヴァプール・ジェリー・マースデ
ン・フェリーターミナルとして正式
に命名されました。 

1918 年  
第一次世界大戦のゼーブルッヘ襲撃
での功績が称えられ、アイリスおよび
ダフォディルには「ロイヤル」フェリー
の称号が与えられました。

ダズルフェリー 
マージ―川における最もカラフルなアトラクションの一つが
ダズルフェリーです。色鮮やかで美しいこのフェリーは、第一
次世界大戦を追悼してピーター・ブレイク卿がデザインを担
当しました。ブレイク卿は、ビートルズの「サージェント・ペパ
ーズ・ロンリー・ハーツ・クラブ・バンド（Sgt. Pepper's Lonely 
Hearts Club Band）」のアルバムカバーを手がけたことで有
名です。

目を引くダズルフェリーのデザインは、第一次世界大戦で使
用された船舶の模様を基調としています。この模様には、敵の

「目を惑わせる」ことで船舶を狙われにくくする効果がありま
した。船舶にはそれぞれ特徴的な色とモノクロデザインの模
様が与えられましたが、これは、敵のUボートや戦闘機に船級
が認識されないための作戦でした。

「エブリボディ・ラズル・ダズル（Everybody Razzle Dazzle）」
と呼ばれるダズルフェリーは、イギリスで唯一運航しているダ
ズル船です。今日までの活躍を感じ取るには、ダズルフェリー
でリバーエクスプローラークルーズを楽しんでいただくのが
一番のおすすめです。また、船上には輝かしい（ダズル）歴史
をまとめた展示パネルが設置してあります。 

ご存じでしたか?

1953年には、ニュー・ブライトンの
人気の海岸まで、およそ300万人の
お客様がマージーフェリーを利用
しました。

1330年、フェリーの
サービスに対し、エド
ワード3世から勅許
が与えられました。

マージーフェリーに乗船した有名人には、エリザベス
2世とフィリップ殿下、アン王女、マーガレット・サッチ

ャー元首相、ジョージ5世とメアリー妃が含まれます。 
ビートルズやジェリー&ザ・ペースメイカーズも、フェ
リー内で演奏を行いました。

潮の満ち引きに応じて、
マージー川は9m以上
も水深が変化します。

1985年、ジェリー・マースデンにフェリ
ーの永久無料利用権が与えられまし
た。この特別な権利を持つのは、今日
に至るまで彼一人です。

全てのフェリーは35トンの燃料を積み、1トンで
12時間の運航が可能です。つまり、マージーフェ
リーは、燃料の補充なしでも、大西洋を渡ってニ
ューヨークまで航海することができるのです。

マージーの100年の歩み
1947 年  
マージーフェリーは、霧の中でも安
全に航行できるよう、世界で初めて
レーダーシステムを導入。

1951年  
ディーゼル燃料による世界初の
フェリーを導入。

1964 年 
ジェリー・マースデン、「マージ

ー川のフェリーボート(Ferry 
Cross The Mersey)」を録音。

2009 年  
新しいピアヘッド・

フェリーターミナ
ル駅がオープン。

乗船の感想をお聞かせください。またFacebook、Instagram、Twitterでぜひ写真を共有ください。 
フォロー／いいね、はこちらから。  @merseyferries    merseyferries


